
























































12 月 25 日以降 1 月末までの時間を使い，教科書の予習と課毎の「授業メ
モ」を作成する。「授業メモ」に書くのは，①単語・語句（ピンイン2を付け
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 一つの語を後について 3 回発音練習し，学生だけで声を出して反復練習さ



























 そして，テストに出題する中文をテストの 2 週間前に学生に渡し6，1 週間
前にそれらについての質疑応答し，テストを行う。 
 
3.3.2.  テスト実施 
 テスト実施当日は，出席簿順に席に座らせ，①実施時間 50 分中トイレに行
けない，②携帯電話の電源を切る，③中国語の見えるものはすべてカバンの
中に入れる，④鉛筆のケースのチャックは，テスト中必ず閉じる，⑤腕の袖
は 10 センチ以上上げておく，などを徹底させて行う。 
 
 








3.3.3.  成績評価の方法 

























                                                                 























































                                                                 




























やはり第 2 外国語であるということ。二つ目は，この第 2 外国語をどこまで
教えられるかという問題。三つ目は，教員と学生の意欲の問題である。 
 
5.1. 中国語は「第 2 外国語」？ 
 「英語以外の外国語」の授業は，コマ数が少なく，さまざまな学習段階，
さまざまなアプローチ，講読，文法，会話，作文などに合わせた授業展開が
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できない。だから，学生が望んでいたとしても，原書で文献が読める，学習
した言語で母語とする人たちと会話ができ，書いて意思を伝えられるところ
まで学習するのは，語学の専攻生でない限り相当難しい。 
 だから，「英語以外の外国語」の授業の目標は，かなりあいまいである。
したがって，学生は，「単位を何とか取得できる程度で良い」とか，「大体
どんなものか知ればそれで良い」とか，「外国の映像をちょっと見られれば
良い，音楽に触れられれば良い」などといった及び腰の学習態度の者が多く
なる。教員のほうでも，「自分の研究活動の方が大事だから，中途半端な学
習態度の学生には，いい加減で良いのだ」と決め付けてしまったりするので
はないかと思う。 
 大学の「英語以外の外国語」の授業をこんな風に感じたのが，大学で中国
語を教え始めた頃の私の感想であった。 
 私は，研究活動も大いにやりたかったが，いい加減な仕事をしてその相手
からお金を頂くことに耐えられないと思った。確かに，学生に授業をすると
いうのは，目標が定かではないので「終わりのない旅」に出たような感はあ
ったのだが，学生には自分が汗しているところを見てもらいたいと考えた。
実際，自分がやってきたことは全く児戯に等しいかもしれないのだが。この
点につき読者は如何にお考えだろうか。 
 
5.2. どこまで教えられるか 
 やってみなければわからない。これが私の結論である。中には、半年学習
しただけで、中国語検定試験 4 級に合格する学生も出たり，中級程度の教科
書を非常に正確に発音できるようになり，きわめて正確に日本訳をする学生
も出たりする。学生との共同作業とも考えており，今は相手次第でもあると
思う。 
 
5.3. 教員と学生の意欲 
 非常に問題であると思うが，大学教員はたとえ研究活動が主ではあっても，
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教学は外国語関係に携わる者にとって，まともにやれば自分に帰ってくるも
のが多いと思うので，自分としては精一杯やりたい。学生の意欲については，
語学学習特有のメリットがあり「自分自身を獲得する修行にもなり得る」，
「外国を自分自身の目で覗ける」などと思い付いたことを勝手に語りかけ，
静かに彼らの「意欲」を待っている。 
 
6. おわりに 
 中国語の授業をこれまで行って来て，感じた戸惑いは，常に，「この授業
のやり方でいいのか」ということであった。だから，中国語教授法について
の経験交流，あるいは意見交換会などが必要であると思う。 
 これは現状をあるがままに認めての思いであるが、それ以前に，大学のす
べての講座の中で，英語以外の外国語授業の役割を再度吟味し，教学内容を
再検討する必要があるのではないかと考える。 
 
 
 
